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■ 木造住宅の良さの理解広める 
 第 3回講演会報告―3月 17日開催 
 
九州から木材を沖縄に移入し、沖縄で亜熱帯

気候に適した本格的木造住宅を開発し、県内で
の普及とともに、東アジア各国へ輸出しようと
いう「沖縄の家」構想が提起されて 3年。 
同構想を実現するため、ふんだんに木を使っ

た本格的木造住宅の建築をめざす「沖縄の家」
事業グループ（準）が主催して、木造住宅の良
さの理解を広める第 3回講演会が 3月 17 日午
後、那覇市・八汐荘で開かれました。 
今回は、宮崎県木材利用技術センターの小田

久人・専門主幹（元センター所長）を講師に招
き、「宮崎
スギの特
徴と木造
住宅への
活用」を
テーマに、
お話をし
ていただ
きました。 

 
■ 伐採期迎え、木材利用の研究に取組む 
 

1980年に宮崎県庁に入りまし
たが、当時、林業は低迷していま
した。行政、林業界は間伐材など
を生かして林業の収益をあげよ
うと努力しました。それから 40
年、残念ながら今も林業は低迷
から脱却できないでいます。 

平成に変わる頃、戦後に植林した木材を切り
出さなければならない時期となって、木材を利
用する技術開発をしようと、福岡、大分、熊本
で試験研究が始まり、宮崎でも 2001 年（平成
13年）に宮崎県木材利用技術センター（県の公
設の試験場）が開設されました。 
宮崎の林業はスギが多くを占めていますが、

スギが成長し、木材として利用に適した時期と
なっても、林業が生業とならないため、伐採さ
れていないという状況にありました。 
 
■ 宮崎県のスギ生産量は全国第１位 
 
日本の木材供給量は、昭和 48 年（高度成長

期）頃の供給量が一番多かったのですが（1 万
2千㎥／国民一人当たり 1㎥の消費）、今は 8千
㎥ほどとなっています。しかも供給で、国産材
の占める比率は徐々に減って、現在、わが国の
木材供給量の 25％程度でしかありません。 

 
建材として一番多いスギの生産量は（九州と

東北地方で全国の半分以上を占めていますが）
宮崎県が全国の 14％を占め、全国一です（グラ
フ参照）。林内道路網の整備や林業機械化が進

み、生産量が増えました 

 
一方、製材工場の大型化、機械化が進み、宮

崎県の製材品の出荷量（2017 年）は 7 割が県
外、とくにそのうち 42％を九州へ出荷していま
す（沖縄へは 4％）。 
 
■ スギは、曲げ、引っ張り、圧縮で鉄より強い 
 
木材の特性ですが、「曲げ」に強く、「引っ張

り」「圧縮」にも強い。たとえば、スギ（木材）
と鉄の、密度あたりの強さ＝比強度（ひきょう
ど／同じ重さの強さの比較）を見ると、「引っ張
り」はスギの方が鉄より 4倍強く、「圧縮」はス
ギが鉄の 2倍、コンクリートの 5倍強です（つ
まり、地震のような振動エネルギーは建物の重
さに比例しますが、地震に対しては、軽い木材
の方が重い鉄より強いということになります）。 
木造は軽いから地震にも有利で、基礎工事も

比較的簡単に
済み、輸送費
等も抑えれ
て、家は、木材
で造った方が
安くあがると
いうことにも
つ な が
っ て き
ます（ま
た、スギ
は カ ラ
マ ツ や
ヒノキ、
ヒ バ よ
り 軽 い
の で す
が、引っ
張り、圧
縮、曲げの点で強い）。 

             ＜2面に続く＞ 

本格的木造住宅の拡大めざして 

沖縄の家通信  
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（注／事務局）集成材（板材を乾燥させ、接着
剤で組み合わせた「人工」の木材）と、CLT（板
を各層で互いに直交するように積層接着した
厚型パネル）の説明は略。 
 
■ 腐れにくく、シロアリにも強いスギ 
 
スギは、中心部の濃色の部分を心材、外周部

の色の白っぽい部分を辺材と呼びます。スギ
（木材）の耐朽性や耐蟻性は乾燥の仕方によっ

て変
わっ
てき
ます
が、
心材
には
心材
物質
が形
成さ
れて

いて、腐りにくく、防蟻性もあります。 
木材はこのほか調湿作用があり、周囲の温度

や湿度の変化に合わせて空気中の水分を吸収
したり、放出したりします。木材で内装すると
快適となるわけです。加えて、木造建築物はも
っぱら平屋や 2階建てですが、木材の良さを活
かし、3階建て、4階建ての建物（公共施設）で
も、木材を利用する建物が増えています 
 

＜質疑＞ 
 
問）CLT造りは国の補助金あっての普及なので 
 はないか。 
答）欧州から輸入の CLTの方が安く、国は普及 
のため補助制度を設けている。 

 

■ ふんだんに木材を使った本格的木造 

住宅・沖縄「森林の家」の建築へ準備進む 

―太い柱を並べた壁面体の在来軸組工法― 
 
講演のあと、「森林の家」事業グループ（県内

外の林業家や設計建築士、製材プレカット業、
工務店・大工、建築関連業者らで構成／左下図）
の準備会から、「沖縄の家」構想（右図）を具体
化させる沖縄「森林の
家」の建築の準備状況
が報告されました。 

◆ 調湿性・断熱性・吸遮音性に優れ 
耐震性・耐強風・シロアリ対策を講じて 
永く安心して住める住宅を実現 

 
沖縄「森林の家」は、10数年前開発された熊

本「森林の家」の「列柱壁面体」の技術を基礎
に、太い柱を並べた壁面体を柱の間に組み込ん
で柱・梁で挟み込む技法を採用した、在来軸組
工法による本格的木造住宅です。ふんだんに木
を使い、亜熱帯気候に適した快適で調湿性、吸
遮（しゃ）音性があり、耐震・耐強風・シロアリ
対策を講じて永く住める住宅に仕上がります。 

使用する部材は事前に製材プレカットし、そ
れらを建築現場に持ち込んで建築するため、工
期を大幅に短縮させ、建築費の軽減となり、さ
らに離島や、海外での建築も可能となります。 
 

＜質疑＞ 
 
問）沖縄ですでに建築しているのか 
答）これから（近く 1棟目の建築を予定）。 
問）1棟目は安く請け負ってほしい。 
答）木材の価格が安いということもあって（木
をふんだんに使った）本格的木造住宅なので、
施主が納得できる予算で建てたい。 

問）建築施工費（坪単価）はどれくらいか。 
答）熊本のケースでいえば、坪単価 50 万円ほ
どと聞いている。木材の価格が安いというこ
とと、建築の効率性を追求している。 

問）「沖縄の家」の連絡事務所はいつ頃設置か。 
答）近く（ひと月ぐらいで）設置する予定。 
問）建築工期はどれくらいになるのか。 
答）基礎工事や建築に使う部材の製材プレカッ  
トを済ませて、大工、作業員ら建築態勢が整
えば建築から竣工まではひと月足らずか。 

問）施主の気に入った家にするためには設計が 
 大事だが、設計士はどうなっているのか。 
答）ベテラン設計士に依頼するようにしている。 
問）県内に製材プレカット工場はあるのか。 
答）いくつかあって協力を依頼中だが、当初は 
 宮崎などの製材プレカット工場で製材する
ことになるのではないか。 

問）九州から木材を沖縄に移入すると、輸送コ 
 ストはどれくらいになるのか。 
答）陸路の運送費、鹿児島県志布志港と中城湾 
港の間の海上輸送費を調べると、そんなに高

くない（建築費の 2％程度になるのではないか） 

ご案内／本事業グループの連絡事務所を、豊見
城市のご協力企業内に近く設置する予定です。当
面のご連絡・お問合せは、準備会世話人・下道（し
もみち）直紀までお願い致します。◆◇◆◇◆◇◆ 

木造住宅の講演会の次回（第４回）は「沖縄の戦
後の住宅建築の歩み」をテーマに 4月下旬に開催。 


